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村
民
の
皆
様
方
に
は
、
常
日
頃
よ
り
村
政
並
び
に
村
議
会
に
た
い
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
５
月
10
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
令
和
６
年
第
１
回
曽
爾
村
議
会
臨
時
会
に
お
き
ま
し

て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
正
副
議
長
の
要
職
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
議
会
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
誠
心
誠
意
、
最
善
の
努
力
を
尽
く
し
「
重
厚
な
議
会
」
「
良
質
な

議
会
」
「
思
慮
深
い
議
会
」
を
旨
と
し
て
、
円
満
で
活
発
な
議
会
運
営
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　
本
村
に
お
い
て
は
、
高
齢
化
ま
た
過
疎
化
が
進
む
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
村
の
活
性
化
及
び
安
全
で

安
心
に
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
に
議
会
へ
課
せ
ら
れ
た
責
任
と
役
割
は
重
大
で
あ
る
と
痛
感
し
て
お
り
、

議
会
と
行
政
は
、
互
い
の
立
場
の
違
い
を
尊
重
し
な
が
ら
真
摯
に
議
論
を
重
ね
、
皆
様
方
の
負
託
に
お

応
え
で
き
る
よ
う
議
会
の
責
務
を
全
う
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

  

今
後
と
も
私
ど
も
の
議
会
活
動
に
た
い
し
ま
し
て
、
皆
様
方
の
な
お
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○議 会 構 成 （敬称略）

　　　　　　　＝役職改選＝
■常任委員会
　□むらづくり推進委員会
　　委 員 長　　田中　稔一
　　副委員長　　岡本　久光
　　委　　員   　木治　正人
　　委　　員   　大向　　實
　　委　　員   　東口　敏哉
　　委　　員   　佐治　貴章
　□予算決算委員会
　　委 員 長　　大向　　實
　　副委員長　　佐治　貴章
　　委　　員　　木治　正人
　　委　　員　　田中　稔一
　　委　　員　　東口　敏哉
　　委　　員　　岡本　久光
　□議会運営委員会
　　委 員 長　　木治　正人
　　副委員長　　東口　敏哉
　　委　　員　　田中　稔一
　　委　　員　　大向　　實
　　委　　員　　岡本　久光
　　委　　員　　佐治　貴章
■各組合議会
　□宇陀衛生一部事務組合
　　議　　員　　松本　　喬
　　議　　員　　田中　稔一
　□東宇陀環境衛生組合
　　議　　員　　松本　　喬
　　議　　員　　田中　稔一
　　議　　員　　大向　　實
　□曽爾御杖行政一部事務組合
　　議　　員　　大向　　實
　　議　　員　　東口　敏哉
　　議　　員　　佐治　貴章
　□桜井宇陀広域連合
　　議　　員　　木治　正人
　□奈良県広域消防組合
　　議　　員　　岡本　久光
■監査委員
　(議会選出）木治　正人

議　長　松本　　喬副議長　岡本　久光

正
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

議会だより議会だより
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令
和
６
年
第
１
回
曽
爾
村
議
会
臨
時
会
が

５
月
10
日
に
開
会
し
、
審
議
さ
れ
た
議
案

は
す
べ
て
承
認
可
決
さ
れ
同
日
閉
会
し
ま
し

た
。

■
専
決
処
分
の
承
認

□
曾
爾
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例 

  

令
和
６
年
３
月
31
日
に
地
方
税
法
に
基
づ

く
国
民
健
康
保
険
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令
が
施
行
さ
れ
、
国
民
健
康
保
険
税
の

軽
減
判
定
所
得
の
基
準
額
を
引
き
上
げ
る
改

正
が
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
令
和
６
年
度
か
ら

奈
良
県
統
一
の
保
険
税
率
が
適
用
と
な
る
た

め
、
同
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と

に
伴
う
３
月
29
日
付
け
専
決
処
分
を
承
認
し

ま
し
た
。

□
曾
爾
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

  

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等

が
令
和
６
年
３
月
30
日
に
公
布
さ
れ
、
同
年

４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
３

月
31
日
付
け
専
決
処
分
を
承
認
し
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
個
人
住
民
税
の
定
額
減
税

新
設
に
よ
る
改
正
な
ど
で
す
。

■
補
正
予
算

□
曽
爾
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
規
定
の
歳
入
歳
出
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
６
，
０
８
０
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
２
，
７
１
６
，

０
８
０
千
円
と
す
る
も
の
で
、
主
な
内
容
は
、

公
衆
ト
イ
レ
の
修
繕
、
村
道
掛
愛
宕
線
の
災

害
復
旧
に
と
も
な
う
電
気
設
備
移
設
補
償
経

費
等
の
増
額
補
正
で
す
。

□
曽
爾
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　
規
定
の
歳
入
歳
出
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
２
４
９
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
１
１
８
，
２
４
９
千
円

と
す
る
も
の
で
、
主
な
内
容
は
、
公
用
車
自

損
事
故
の
修
繕
費
用
の
増
額
補
正
で
す
。

　
上
程
さ
れ
た
令
和
６
年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
補
正
予
算
は
、
全
員
賛
成
で
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
本
会
議

　
６
月
12
日
（
水
）
午
前
９
時
30
分
開
会

　
（
一
般
質
問
、
議
案
上
程
）

　
６
月
20
日
（
木
）
午
前
９
時
30
分
開
会

　
（
質
疑
、
採
決
）

■
常
任
委
員
会　

　
６
月
17
日
（
月
）
午
前
９
時
30
分
開
会

　
本
会
議
や
常
任
委
員
会
は
自
由
に
傍
聴
で

き
ま
す
。

　
傍
聴
は
、
議
会
活
動
に
触
れ
る
最
も
身
近

な
方
法
で
す
の
で
、
議
員
の
活
動
や
村
政
の

方
針
な
ど
実
地
に
見
聞
で
き
る
傍
聴
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　
ま
た
、
曽
爾
村
議
会
で
は
昨
年
よ
り
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
一
般
質
問
の
配
信
に
つ
い
て

協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
設
備
や
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
、
配
信
費
用
な
ど
の
課
題
を
一
つ

ず
つ
解
決
し
て
い
き
な
が
ら
、
村
民
の
み
な

さ
ん
が
簡
単
に
議
会
情
報
を
得
ら
れ
る
仕
組

み
を
模
索
し
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。

　5月10日（金）、民生委員・児童委員の活動について理解を深めていただくため、村内各所で声
かけ運動を実施しました。
　民生委員は、厚生労働大臣から委嘱され、社会奉仕の精神をもって常に住民の立場に立って相
談に応じ、高齢者福祉や障害者福祉など様々な福祉に関する活動を行っていて、児童委員を兼ね
ています。
　児童委員は、元気に安心して暮らせるよう子どもたちを見守り、妊娠中や子育てへの不安などの
子どもに関する心配ごとの相談や支援を行っています。
　また、一部の児童委員は、厚生労働大臣から指名を受けて、子どもに関することを専門的に担当
する主任児童委員として活動しています。

民生委員 · 児童委員　活動強化週間

臨　
時　
会

議
会
傍
聴
の
お
知
ら
せ

第
２
回
定
例
会
の
日
程

小・中学校 保育園 すすき福祉作業所


